  佐佐木幸綱の一首                歌集『夏の鏡』より

透明な<今>ぞかわける舌見せて疾走する生きている愛している  

                                   金 中

この歌こそ私が最高に思う幸綱先生の一首である。将来いずれ現代短歌を中国に紹介する時、真っ先に取り上げるつもりで、今その中国語訳を次のように試みている。

　在透明的“現在”，/我伸出乾渇的舌頭。/我疾駆着，/我活着，/我愛着……

  これは「充実のわが馬よ」を題とする連作の中の一首である。同じ連作にある、

  生と死とせめぎ合い寄せ合い水泡なす渚蹴る充実のわが馬よ

  一瞬ののちの未来へ触らんと差し出す首ああ断たるるな

の二首の歌が、佐佐木幸綱の代表歌としてしばしば脚光を浴びているのに対して、あまり引かれていないのは意外である。私が掲出歌と初めて出会ったのは、「現代歌人朗読集成」（大修館書店）の録音テープからのことで、清冽なギターの伴奏の中で、作者本人が朗読する「疾走する生きている愛している」という下句を聞いた瞬間、そこに溢れる昂揚と充実感にすっかり心を打たれた。６・５・６音の破調は極めてリズム感を備えており、現代日本語ならではの力強さが感じられる。

  私は掲出歌をずっと相聞歌として理解し、享受して来た。「透明な<今>ぞかわける舌見せて」という上句は、連作においては競争馬についての描写になるが、この歌を単独で読むと、作中の主人公のある「男」が、うら若き恋人に向って告白する時の様子と考えられる。乾いている舌を見せるという、リアリティーを持ちながら非日常的な動作。そのおかしさと滑稽さゆえに、かえってある種の真剣さと荘厳さが感じ取れるのではなかろうか。

  「疾走する生きている愛している」とは、恋人への訴えであるとともに、主人公の「男」自身、そして歌の作者と読者に対する叫びとも聞える。「疾走する」、「生きている」、「愛している」と、三つ並んでいる動詞のアスペクトについて考えると不思議である。「疾走する」は意味的に「疾走している」のことで、「疾走」という動作の進行を表す。「生きている」とは普通、「似ている」や「すぐれている」などのように、動作ではなく、主体の性質や状態を表しているが、掲出歌においてはどうやら、能動的、具体的な動作のように捉えられている。つまり、単に今は生きている状態だというのではなく、今意欲的に生きようとしているのだ、というニュアンスである。そして最後の「愛している」とは、いったい愛の状態を表すか、それとも愛という動作の進行を表すか、とにかく歌の最後に置くことによって、画竜点睛の妙がある。今われが疾走しているのは生きているからだ、生きているのは愛しているからだ。愛はまさにわれわれ存在自体の最も根源的なものである、という作者の世界観が示されている。

  掲出歌は、

  　竹に降る雨むらぎもの心冴えてながく勇気を思いいしなり

                                        『直立せよ一行の詩』

  　泣くおまえ抱けば髪に降る雪のこんこんとわが腕に眠れ

                                        『夏の鏡』 

などの歌のように、内に秘めた情熱を沈静した形で、外部の自然風景を用いて詠う、いわゆる「寄物陳思」的なものではなく、「正述心緒」なのだ。そこには赤裸々の肉体、赤裸々の行動と赤裸々の告白のみである。私はこの歌を壮年幸綱の肖像画と見ており、そして「疾走する生きている愛している」を、我が生の座右の銘にしたい。
――『心の花』2001年11月号掲載――
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